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近畿大学 先端技術総合研究所

科学技術の発展を担う国内最高峰の先端研究拠点

「近畿大学先端技術総合研究所」 は、次代を担う先端科学技術の進展 を目的に設立された、本学の

中枢的な研究機関です。同じ和歌山にキャンパスを構える生物理工学部の研究体制をバックボーンに、

学内の関連学部である医学部 ・薬学部 ・農学部とも連携した総合研究施設として、国内トップレベル

の研究環境を整備。 これまでに文部科学省の 「私立大学ハイテクリサーチセンター』および 『21世紀

COEプ ログラム研究 教育拠点』 にも選定 されるなど、本 研究所 で展開され る研 究とその環境 は、

多方面か ら注 目を集めています。現在、「海南インテリジェントパーク(和 歌 山県海南市)」 にある

生物工学技術研究センター、ロボット工学 ・技術センター、植物センター、 さらに平成20年 度に新た

に高圧力蛋白質研究センター(生 物理工学部キャンパス内)が 設置 され、一大研究拠点へと成長を

遂げております。今後 も多様な研究内容 のもと、数多 くの先駆的な成果を国内外へ発信していきます。
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近畿大学先端技術総合研究所紀要投稿規程

(総 則)

第1条 近畿大学先端技術総合研究所(以 下 「本研究所」)は、先端技術総合研究所の研究活動に携わる者の

研究成果(以 下 「論文」)を公開する学術誌として、近畿大学先端技術総合研究所紀要(以 下 「紀要」)

を発行するものとする。

(投稿資格者)

第2条 本研究所紀要の投稿有資格者(論 文の筆頭著者)は 、次に掲げる者 とする。

(1)

(2)

(3)

(4)

本研究所の研究員、職員

本研究所において研究を行った学生

本研究所の研究員の推薦 を受けた同研究所の非常勤職員

編集委員会で投稿が認められた者

(投稿内容)

第3条 投稿内容はいずれもオリジナルであることを条件に次のとお りとする。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

研究 論文

研究 ノー ト

レ・ビュー

論説

調査報告

(著者等)

第4条 原論文が共著の場合、他に本研究所以外の者 を含んでもよい。

(刊 行)

第5条 紀要 の刊行 は、原則 として年1回 とする。

(投稿申込)

第6条 投稿 しようとする者は、期 日までに編集委員会 に申し込むものとする。

2.前 項の申し込み者は、原稿締切 日までに原稿 を編集委員に提出する。

(論文の受理 日)

第7条 論文原稿の編集委員への提出日を論文受理日とする。

(原稿の作成)

第8条 原稿の作成上の留意事項は、次のとお りとする。

(1)原 稿のスタイルは 「紀要原稿執筆要領」に従 う。

(2)提 出論文は、和文でも英文でもよい。いずれにも表題、著者名および和文には英文抄録を、英文には

和文抄録 をつけるものとする。

(3)掲 載論文は、原則 として刷 り上 り16ページ以内とする。

(4)原 稿は印刷 したものを2部 提出し、査読の結果採択されたものについては、正原稿を電子媒体の形式

で作成 し、印刷原稿1部 を添付 して提出する。

(審 査)

第9条 投稿 された論文の審査は 「紀要原稿審査要領」に従 うものとする。



(校 正)

第10条 掲載論文の校正は速やかに行うこととし、内容および図などの変更、追加は原則 として認めない。

2.印 刷業者 との連絡を必要 とする場合は、編集委員会を通 じて行 うものとする。

(別刷 り)

第ll条 別刷 りは、論文ごとに50部 を無料配布 とし、増刷分の費用は著者負担 とする。

2.希 望増刷部数は、編集委員会に申し込むもの とする。

(著作権)

第12条 投稿された論文の著作権は、近畿大学に帰属するものとする。

2.掲 載論文等は近畿大学学術情報 リポジトリに別途収録されるため、当該論文等に第三者の著作物(図

版、図表等)が 含まれる場合は、著者がその著作権に関わる処理を行 うものとする。

(論文等の公開)

第13条 投稿者は、掲載論文等が印刷物若 しくはインターネッ ト上の電子媒体 として公表 されることを原則 と

して承諾するもの とする。

(規程の改廃)

第14条 この規程の改廃は編集委員会において行うものとする。

(附 則)

この規程は、平成25年2月26日 より施行する。
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